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期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
健
康

診
断
に
お
い
て
、
現
在
検
査
項
目

に
入
っ
て
い
な
い
心
電
図
検
査
を

追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
循
環
器

疾
患
の
早
期
発
見
及
び
治
療
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
予
算
で
す
。

心
電
図
検
査
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

心
電
図
の
異
常
を
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
で
、
心
臓
疾
患

の
予
防
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等

の
循
環
器
疾
患
の
予
防
と
し
て
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

心
電
図
検
査
導
入
の
時
期
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

11
月
を
実
施
開
始
の
予
定
と

し
て
い
る
。

ん
だ
給
食
配
膳
室
を
校
舎
内
に
移

設
す
る
こ
と
で
、
配
膳
室
の
環
境

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
渡
り
廊

下
改
修
費
用
の
節
減
も
見
込
め
る

こ
と
か
ら
、
移
設
に
か
か
る
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

俵
山
小
学
校
改
修
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
学
校
生

活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

工
事
は
10
月
に
入
札
し
、

１
月
に
竣
工
予
定
と
し
て

い
る
。
校
舎
と
体
育
館
を
結
ぶ
渡

り
廊
下
が
工
事
の
た
め
通
行
で
き

な
く
な
る
が
、
工
事
期
間
や
安
全

な
代
替
ル
ー
ト
等
を
学
校
と
調
整

中
で
あ
る
。
ま
た
、
児
童
の
学
校

生
活
へ
の
影
響
に
最
大
限
配
慮
し

て
進
め
て
い
く
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
定
期
接
種（
Ｂ

類
疾
病
）
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
65
歳
以
上
及
び
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
を
対
象
と
し
て
秋
冬
に
１

回
接
種
（
医
療
機
関
接
種
）
を
行

う
た
め
の
予
算
で
す
。

接
種
希
望
者
の
自
己
負
担
金

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

定
期
接
種
と
し
て
国
が
示

す
標
準
の
接
種
委
託
料
は

１
万
５
３
０
０
円
で
、
そ
の
う
ち

国
か
ら
の
助
成
金
８
３
０
０
円
を

引
い
た
７
０
０
０
円
に
対
し
、
健

康
保
険
法
を
参
考
に
一
部
負
担

金
を
30
％
と
し
、
自
己
負
担
額

２
１
０
０
円
と
し
て
い
る
。

長門市議会だより　2024.11.1 ２

　９月定例会を９月 6 日（金）から９月 27 日（金）
までの 22 日間の会期で開きました。
　一般会計補正予算（第４号・第５号）を含めた
19 議案及び意見書案を原案のとおり可決・認定・
適任としました。

一般会計
補正予算

答
　

近
隣
の
循
環
器
疾
患
の
医
療
機

関
の
診
察
時
間
縮
小
を
受
け
、
後

後
期
高
齢
者
心
電
図
検
査
事
業

４
５
３
万
円

　

長
門
湯
本
地
区
の
「
竹
林
の
階

段
」
に
お
い
て
、
竹
の
生
育
状
況

が
悪
い
こ
と
か
ら
、
土
壌
改
良
等

に
よ
る
環
境
改
善
を
行
い
、
ま
た
、

「
菅
無
田
公
園
」
の
つ
つ
じ
に
つ
い

問答

観
光
施
設
等
維
持
管
理
費

１
４
４
万
円

　

議
案
第
１
号
で
は
、
現
行
の
戦
略
的
産
業
基
盤
強
化
事
業
を
組
み
替
え
る
た
め
、
６
億
２
７
０
５
万
円

を
減
額
し
、
議
案
第
２
号
で
は
、
新
規
事
業
４
件
、
拡
充
事
業
４
件
な
ど
、
３
億
２
７
１
５
万
円
を
増
額

す
る
補
正
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

１
億
９
６
７
万
円

問

９月
定例会

　

議
案
第
１
号
・
第
２
号
▼
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
・
第
５
号
）　

問答問答

　

浅
田
小
学
校
空
調
設
備
に
つ
い

て
、
設
置
か
ら
23
年
経
過
し
、
老

朽
化
に
よ
る
不
具
合
が
見
ら
れ
る

た
め
、
更
新
の
た
め
の
設
計
に
か

か
る
経
費
で
す
。
明
倫
小
学
校
に

つ
い
て
も
、
同
時
期
の
整
備
で
あ

り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
わ
せ
て
設
計
を
行
う
も
の

で
す
。
ま
た
、
俵
山
小
学
校
渡
り

廊
下
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進

小
学
校
施
設
改
修
事
業

５
４
０
万
円

て
は
、
殺
菌
処
理
等
を
行
う
こ
と

で
景
観
改
善
を
図
り
、
観
光
施
設

と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
予
算
で
す
。

「
竹
林
の
階
段
」
の
樹
勢
回

復
に
係
る
予
算
の
積
算
根

拠
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

竹
の
生
育
状
況
が
悪
い
こ

と
か
ら
敷
地
全
体
に

150
カ

所
の
穴
を
開
け
て
改
良
土
を
投
入

す
る
費
用
及
び
景
観
維
持
の
た
め

に
枯
れ
た
竹
や
曲
が
っ
た
竹
な
ど

を
伐
採
・
処
分
す
る
費
用
で
あ
る
。

問答

▼
竹
の
生
育
状
況
が
芳
し
く
な
い

　
　
　

湯
本
地
区
の
「
竹
林
の
階
段
」
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議員提出議案

文教厚生委員会附 帯 決 議

　議員提出議案とは、議会の会議において、議員が「議案」を議長に提
出することをいいます。主なものとして条例や意見書などがあります。

意 見 書

　教職員の長時間過密労働と学校への教員未配置の問題が、学校教育に深刻な影響をもたらし
ている。さまざまな教育課題が増える中、教員がゆとりをもって教育活動に専念するため、必
要な教員を正規教員で確保することと同時に、教員の長時間過密労働を解消するための定数の
あり方の見直しが必要である。また、教員一人あたりの授業の持ちコマ数に上限を設け、授業
準備をはじめ必要な業務を勤務時間内で収められる定数法（義務標準法、高校標準法）の改正と、
公立学校現場において常態化している教員の長時間労働を是正し、その抜本的な処遇改善を図
るため「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」（給特法）の改正が
必要である。全国どこでも同様な教育が受けられるよう、教育の機会均等を保障するため、国
が責任をもって条件整備をすすめていくことが求められている。よって、長門市議会は、国及
び政府に対し、次の事項を実現するよう強く要望する。 

１　国の責任で、学校の業務量に見合った教職員配置をすすめるため、定数法（義務標準法、
高校標準法）の改正を行うこと。

２　超過勤務手当などの創設を含む、教員の処遇改善に向けた給特法の抜本的改正を行うこと。

学校の業務量に見合った教職員配置と教員の処遇改善に向けた
給特法の抜本的改正を求める意見書を提出

下水道料金改定の議案に附帯決議

１．料金改定については、社会情勢や経済情勢を十分考慮のうえ、場合によっては改定時期の
再検討を行うこと。

２．料金改定については、市民の理解と同意が得られるよう説明責任を果たし、十分な周知を
行うこと。また、下水道事業の将来像や見通し、経営状況等についても丁寧に説明すること。

３．激変緩和措置に対しては一定の評価をしているが、福祉減免についても早期に必要な措置
を講ずること。

　以上の 3 項目について、「市長の政治理念に沿った『市民のいのちと生活を守る』観点から、
柔軟かつ適切な対応を求める」ことを文教厚生常任委員会の意見として決議しました。

　長門市議会として、以下の意見書を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、 
文部科学大臣にそれぞれ提出することとしました。

　議案第 14 号として下水道料金を改定するための条例改正案が提出され、文教厚生常任委員会で
は賛成多数で可決すべきものとしましたが（審査の詳細は４ページ）、採決のあと、委員の発議に
より議案第 14 号に対する下記の附帯決議案が提出され、全会一致で可決しました。



　議案第 14 号は、下水道使用料の料金体系の見
直しを含む改定を行い、令和 7 年 4 月 1 日から平
均改定率を 15 パーセントとし、基本水量の廃止
に伴い超過料金を従量料金に変更するとともに、
この激変緩和対策として調整単価の導入等を行う
ものです。

輸入物価の上昇による物価高の継続は市民
生活や事業者の経営に影響を与えている

４長門市議会だより　2024.11.1

文教厚生
委員会

▲

議案第 14 号　長門市下水道条例等の一部を改正する条例

令和 7 年 4 月 1 日から下水道料金を改定

▲

議案第 13 号　長門市文化会館条例の一部を改正する条例

「ラポールゆや」直営から指定管理へ
総務産業

委員会

　議案第 13 号は、ラポールゆやの管理運営は長
門市が行っていますが、指定管理者制度による施
設の管理運営が可能となるよう、条例の改正を行
うものです。指定管理移行の予定について執行部
から、「議決後速やかに公募し、選定委員会にお

いて指定管理者を決定する。最短で来年度からの
指定管理を考えている」との答弁がありました。
　委員会では賛成多数で可決すべきものと決定し
ました。本会議の討論では、指定管理者制度は時
期尚早であるとの反対意見がありました。

▲

議案第 15 号　三隅町霊柩車条例を廃止する条例

　議案第 15 号は、旧三隅町時代の昭和 43 年 11
月に国の一般貨物自動車運送業の認可を受け、三
隅地区内の葬儀を執り行う住民の自宅や寺院等の
葬儀会場から三隅斎場まで遺体を運送する霊柩車
の管理、使用に関して定めた条例を廃止するもの
です。新市合併後も、「三隅町霊柩車条例」を地方
自治法施行令 ( 昭和 22 年政令第 16 号 ) 第 3 条の

規定により、新市の暫定条例として施行し、業務
の継続、運行を行ってきましたが、現行の霊柩車
は平成 9 年 12 月に購入した車両で、既に 26 年
が経過しており、老朽化が著しいことに加え、近
年の葬儀形態の変化により、利用件数が減少して
いることから霊柩車を廃止することに伴い、条例
を廃止することとしています。

問

答

が、料金改定にあたってどう考慮されたのかを尋
ねる。

問

答

計画していた平均改定率 21.8 パーセント
が理想であるものの、国際情勢による物価

高が進行し、今後先行きが不透明な社会情勢の中
では、使用者の生活状況も考慮し、上下水道事業
審議会において経営改善に資する 15 パーセント
が望ましいとの答申がなされた。この答申を重く
受け止め、今回、平均改定率を 15 パーセントと
した。

令和 4 年 10 月の水道料金の改定にあたっ
て、上下水道事業審議会の答申では、激変

緩和措置や福祉減免など 6 項目の付帯意見が付さ

れていた。今回の下水道使用料の改定にこのよう
な付帯意見が付されていないことに対する見解を
尋ねる。

審議会では、激変緩和措置については最低
限の生活排水における使用者負担を考慮し

て、1 カ月 10 立方メートルまでの従量使用料は
低く抑えることを答申に入れることとされた。福
祉減免については、上下水道局で行う施策ではな
く、市の福祉部門が中心となって検討することで
あるとの意見があり、審議の結果、今回の答申に
は盛り込まれなかった。上下水道局でも協議した
が、激変緩和措置については、答申内容を料金改
定案に反映させるとともに、基本料金については
据え置くこととした。福祉減免については、福祉
関係部署において検討することであり、連携でき
る部分については協力していく。

　討論では、委員から「市長は、上下水道局と福
祉部門をしっかり連携させ、福祉減免の制度化を
指示すべきなのではないか」との反対意見があり
ました。



　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収
益
的
収
支

は
８
０
３
３
万
５
０
７
７
円
の
純
利
益
を
計

上
し
、
資
本
的
収
支
で
は
、
３
億
２
３
２
５

万
７
５
５
２
円
の
不
足
額
と
な
り
、
損
益
勘

定
留
保
資
金
等
を
取
り
崩
し
て
補
填
し
て
い

ま
す
。
資
本
的
支
出
は
建
設
改
良
費
、
企
業

債
償
還
金
と
し
て
総
額
５
億
７
９
２
１
万
１

８
５
２
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
主
な
建
設

改
良
事
業
は
、
湯
本
浄
水
場
の
整
備
工
事
や

日
置
地
区
の
水
源
対
策
等
で
す
。

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
経
営
状

況
の
評
価
は
。

料
金
改
定
の
実
施
に
よ
る
収
益
の
増

加
、
国
の
施
策
に
よ
る
動
力
費
の
減

少
や
水
道
監
視
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
行
う
な

ど
、
資
産
減
耗
費
の
減
少
及
び
効
率
的
な
経

営
に
努
め
た
結
果
、
約
８
０
３
０
万
円
の
利

益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
回

収
率
や
営
業
比
率
も
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇

す
る
な
ど
、
経
営
状
況
が
改
善
で
き
た
と
評

価
し
て
い
る
。

決
算
を
踏
ま
え
て
の
今
後
の
事
業
経

営
の
取
り
組
み
は
。

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
経
営
戦
略

が
５
年
経
過
し
た
た
め
、
本
年
度
見

直
し
を
行
う
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
決
算
で

は
多
額
の
利
益
を
確
保
で
き
、
内
部
留
保
資

金
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
施
設
の

更
新
計
画
を
見
直
す
と
と
も
に
、
債
務
負
担

の
抑
制
に
努
め
て
い
く
。

　

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
収
益
的
収

支
差
引
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

物
価
高
騰
等
が
建
設
改
良
工
事
に
与

え
る
影
響
は
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
様
々
な
要
因

か
ら
、
部
品
や
材
料
費
の
跳
ね
上
が

り
方
が
尋
常
で
は
な
く
、
当
初
予
定
し
て
い

た
工
事
費
も
３
割
か
ら
４
割
程
度
上
昇
し
て

お
り
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
等
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
経
営
状

況
の
評
価
は
。

人
口
減
少
等
に
よ
り
使
用
量
及
び
使

用
料
収
入
が
減
少
し
た
が
、
汚
水
処

理
費
用
は
職
員
の
創
意
工
夫
も
あ
り
低
く
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
若
干
で

は
あ
る
が
回
収
率
は
上
昇
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ
る
。

「
本
市
の
よ
う
な
過
疎
地
域
で
は
独
立

採
算
制
は
無
理
」
と
い
う
市
長
の
発

言
に
対
す
る
上
下
水
道
局
長
の
見
解
は
。

下
水
道
事
業
は
、
本
市
の
よ
う
な
過

疎
地
域
で
は
、
独
立
採
算
を
行
う
こ

と
は
使
用
者
に
か
な
り
の
負
担
を
強
い
る
こ

と
と
な
り
、
現
実
で
は
難
し
い
と
い
う
発
言

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
公
営
企
業
の
経
営
原

則
に
の
っ
と
り
、
独
立
採
算
制
に
近
づ
け
る

よ
う
、
ま
た
先
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

よ
う
、
効
率
的
で
健
全
な
経
営
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　議案第 10 号及び議案第 11 号の長門市上下水道事業会計決算の認定については、文教厚生
委員会に議案を付託し、審査を行いました。本会議では委員長から審査の経過と結果が報告
され、上下水道事業会計の決算を認定しました。

答 長
門
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

長
門
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

問答 問

■９月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和６年度長門市一般会計補正予算（第４号） 原案可決
2 令和６年度長門市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
3 令和６年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
4 令和６年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
5 令和６年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
6 令和６年度長門市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
7 令和６年度長門市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
8 令和６年度長門市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
9 令和５年度長門市水道事業剰余金の処分について 原案可決
10 令和５年度長門市水道事業会計決算の認定について 認定
11 令和５年度長門市下水道事業会計決算の認定について 認定
12 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決
13 長門市文化会館条例の一部を改正する条例 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果
14 長門市下水道条例等の一部を改正する条例 原案可決
15 三隅町霊柩車条例を廃止する条例 原案可決
16 市の区域内の字の区域の変更について 原案可決
17 人権擁護委員候補者の推薦について 適任
23 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
24 財産の取得について（追認） 原案可決

報告１ 権利の放棄について ―
報告２ 権利の放棄について ―

報告 3 令和 5 年度決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率の報告について ―

報告 4 令和 5 年度長門市内部統制評価報告書について ―
意見書

1
学校の業務量に見合った教職員配置と教員の処遇
改善に向けた給特法の抜本的改正を求める意見書 原案可決
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答 問答 問答 問

決算認定
長門市水道・下水道事業会計

令和 5 年度



部
活
動
地
域
移
行
の
進
捗
状
況
は

学
校
の
働
き
方
改
革
も
踏
ま
え
た

部
活
動
の
改
革
と
し
て
部
活
動
地

域
移
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
内
小
中
学
校
教
職
員
に
本
市
の

取
り
組
み
状
況
を
説
明
し
た
ほ

か
、
中
学
校
教
職
員
を
対
象
と
し
た
参

加
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た

実
証
事
業
の
文
化
芸
術
活
動
「
三
隅
レ

ク
ク
ラ
ブ
」
と
ス
ポ
ー
ツ
「
菱
海
卓
球

ク
ラ
ブ
」
を
開
始
し
、
活
動
状
況
や
課

題
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

部
活
動
地
域
移
行
は
、
大
き
な
変
化

を
伴
い
多
く
の
方
々
に
影
響
を
与
え
る

も
の
と
な
る
が
、
可
能
な
限
り
早
期
に

体
制
等
の
構
築
、
周
知
を
行
い
、
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

Ｎ
ク
ラ
指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

チ
ー
ム
の
数
や
条
件
面
な
ど
、
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
具
体
的
な
依

頼
は
で
き
て
い
な
い
。
各
競
技
の
関
係

者
や
団
体
に
打
診
を
し
て
参
加
・
協
力

に
つ
い
て
複
数
名
の
方
か
ら
内
諾
を
得

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
指
導
者
の
確
保
に
努
め
た
い
。

誰
で
も
平
等
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

に
親
し
む
機
会
を
確
保
す
る
た
め

に
、
Ｎ
ク
ラ
の
参
加
費
を
安
価
に
す
る

こ
と
や
経
済
的
に
困
窮
す
る
家
庭
に
は

支
援
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

バ
ス
の
乗
車
料
を
含
め
て
可
能
な

限
り
安
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
経
済
面
で
体
験
格
差

が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
行
政
と
し
て

も
教
育
委
員
会
と
し
て
も
本
意
で
は
な

い
の
で
、
し
っ
か
り
と
制
度
設
計
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

６

答 問

答
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一般質問

▼地域移行が求められる今後の部活動 問

山
口
県
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源

管
理
協
議
会
に
対
し
、
助
成
事
業

の
手
続
き
の
簡
素
化
等
に
つ
い
て
水
産

庁
へ
要
望
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
引
き

続
き
お
願
い
し
て
い
く
。

来
年
度
か
ら
ブ
リ
や
鯛
等
の
Ｔ
Ａ

Ｃ
（
漁
獲
可
能
量
制
度
）
が
始
ま

る
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

漁
業
者
へ
の
影
響
等
を
し
っ
か
り

注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
必
要
な

対
策
も
検
討
す
る
。

水
産
業
振
興
に
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

当
市
の
水
産
振
興
は
、
生
産
力
、

生
産
量
を
維
持
・
増
進
し
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
に
尽
力
し
て
い
く
。

水
産
業
の
振
興
策
は

漁
獲
量
安
定
の
た
め
の
種
苗
放
流

事
業
に
つ
い
て
問
う
。

ア
ワ
ビ
６
万
８
０
０
０
個
、
キ
ジ

ハ
タ
２
万
７
２
０
０
尾
、
カ
サ
ゴ

３
０
０
０
尾
、
マ
コ
ガ
レ
イ
７
０
０
０

尾
、
ア
カ
ウ
ニ
１
万
個
の
種
苗
放
流
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲

枠
が
小
型
・
大
型
魚
合
わ
せ
て

60
％
増
加
さ
れ
る
が
、
山
口
県
の
漁
獲

枠
増
加
へ
の
取
り
組
み
は
。

萩
市
や
下
関
市
、
さ
ら
に
は
市
内

の
漁
業
関
係
者
の
皆
様
の
意
見
を

お
聞
き
し
、
本
市
の
漁
業
の
実
情
等
を

照
ら
し
合
わ
せ
て
様
々
な
機
会
を
通
じ

各
方
面
へ
要
望
活
動
を
行
う
。

定
置
網
漁
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
放
流
事

業
に
対
す
る
支
援
額
の
増
額
、
申

請
作
業
の
簡
略
化
等
、
国
や
県
へ
の
働

き
か
け
は
。

問答

▼マグロ出荷の様子 問答

問

答

中平 裕二
議員

 N
A

K
A

H
IR

A
 Y

U
JI

 Y
O

S
H

IZ
U

 H
IR

O
Y

U
K

I吉津 弘之
議員

問答

問答

答 問



本
市
の
公
共
交
通
の
運
営
は

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、
路
線
廃
止

や
運
行
本
数
が
減
便
と
な
り
、
代

わ
り
に
デ
マ
ン
ド
交
通
に
取
り
組
ま
れ

て
３
年
目
と
な
る
。
現
在
の
デ
マ
ン
ド

交
通
の
利
用
状
況
と
課
題
を
問
う
。

令
和
５
年
度
の
利
用
者
は
延
べ

１
万
８
１
６
５
人
で
あ
り
、
対
前

年
度
比
３
９
０
０
人
増
で
あ
る
。
利
用

者
か
ら
は
「
便
利
に
な
っ
た
」
と
の
声

も
あ
る
一
方
で
、「
わ
か
り
に
く
い
、
利

用
し
づ
ら
い
」、「
運
行
ダ
イ
ヤ
を
増
や

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
聞
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
要
望
を
踏
ま
え
、

日
置
地
区
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

運
行
や
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
デ
マ

ン
ド
交
通
運
行
シ
ス
テ
ム
の
実
証
運
行

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

萩
市
や
美
祢
市
で
は
、
市
内
周
遊

バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
本
市

に
お
い
て
も
今
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
交
通

利
用
状
況
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
周
遊
バ

ス
運
行
に
変
更
す
る
こ
と
は
可
能
な
の

か
尋
ね
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
取
り
組
み
や

急
増
す
る
ク
マ
出
没
へ
の
対
策
は

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
被
害

を
受
け
、
県
と
市
が
協
力
し
て
対

策
を
講
じ
て
い
る
が
、
ま
だ
十
分
と
は

言
え
ず
、
こ
れ
か
ら
も
計
画
を
立
て
て

対
策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

鳥
獣
被
害
は
営
農
意
欲
を
減
退
さ

せ
る
大
き
な
要
因
と
な
り
、
農
業

振
興
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。「
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
」
に
基
づ
い
た
対
策
を

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
被

害
状
況
に
応
じ
た
効
果
的
な
取
り
組
み

を
猟
友
会
と
連
携
し
実
施
し
て
い
く
。

鳥
獣
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に

は
生
息
頭
数
を
削
減
す
る
捕
獲
が

最
も
重
要
と
考
え
る
。
農
作
物
の
被
害

軽
減
、
駆
除
活
動
の
意
欲
向
上
及
び
猟

友
会
会
員
の
加
入
促
進
を
図
る
上
で
も
、

捕
獲
奨
励
金
の
額
を
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
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一般質問

奨
励
金
の
額
は
、
県
内
他
市
と
比

較
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
く
く
り
わ
な
捕
獲
の
普
及

拡
大
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
追
い
込

み
捕
獲
な
ど
、
新
た
な
捕
獲
手
法
の
検

証
、
実
施
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
捕
獲
の
普
及
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
駆
除
活
動
の

意
欲
向
上
、
さ
ら
に
は
猟
友
会
へ
の
加

入
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ク
マ
の
目
撃
情
報
や
錯
誤
捕
獲
等

が
増
加
し
て
い
る
が
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
の
施
策
を
伺
う
。

速
や
か
に
警
察
、
県
農
林
水
産
事

務
所
に
報
告
し
、
学
校
・
地
域
住

民
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
。
さ
ら
に
猟

友
会
と
連
携
し
、
現
地
で
の
痕
跡
確
認
、

警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

問

問

答

市
内
循
環
バ
ス
は
、
令
和
５
年
３

月
ま
で
運
行
し
て
い
た
が
、
利
用

者
が
少
な
い
こ
と
や
運
転
手
不
足
を
要

因
と
し
て
廃
止
し
た
。
バ
ス
事
業
者
が

市
内
を
循
環
す
る
運
行
は
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
利
用
状
況
や
利
用
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行

本
数
や
ダ
イ
ヤ
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

以
前
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
運

転
手
不
足
の
対
応
で
、
国
の
規
制

改
革
に
伴
う
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
の
動

向
を
注
視
す
る
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
状
況
を
問
う
。

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
タ
ク

シ
ー
会
社
の
運
行
管
理
で
あ
り
、

県
内
で
は
実
施
す
る
事
業
者
が
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
国
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。

問答

答問

答

▼長門市デマンド交通「のろっちゃ」

問

答▼市内で捕獲されたクマ

問

答

 S
H

IG
E

H
IR

O
 M

A
S

A
M

I重廣 正美
議員

　

YO
N

EYA
 M

ATA
YO

SH
I米弥 又由

議員

 Y
O

N
E

Y
A

 M
A

TA
Y

O
S

H
I



山
陰
道
整
備
事
業
へ
の
市
長
の
思
い
は

山
陰
道
整
備
事
業
は
令
和
元
年
に

俵
山
・
長
門
道
路
が
開
通
し
、
現

在
俵
山
・
豊
田
道
路
、
三
隅
・
長
門
道

路
が
事
業
開
始
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の

進
捗
と
早
期
の
供
用
開
始
を
望
ん
で
い

る
が
、
今
後
の
整
備
は
。

平
成
28
年
に
事
業
着
手
さ
れ
た
俵

山
・
豊
田
道
路
及
び
昨
年
新
規
事

業
化
さ
れ
た
三
隅
・
長
門
道
路
が
現
在

事
業
実
施
中
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
主

体
は
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
、
下

関
市
並
び
に
様
々
な
関
係
団
体
と
一
緒

に
な
っ
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

本
市
に
と
っ
て
、
命
の
道
・
産
業
の
道
・

観
光
の
道
と
し
て
早
期
完
成
を
目
指
す

べ
く
公
民
あ
げ
て
こ
れ
か
ら
も
切
れ
目

の
な
い
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。
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料
金
設
定
や
条
例
改
正
な
ど
は
今

後
ど
う
な
る
の
か
。

関
係
機
関
・
団
体
に
意
義
や
仕
組

み
を
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
料

金
設
定
等
は
こ
れ
ま
で
の
利
用
団
体
に

不
利
益
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

条
例
改
正
は
詳
細
な
内
容
が
整
い
次
第
、

提
出
し
た
い
。

セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
者
制
度
で

運
営
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
は
。

よ
り
身
近
で
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
り
、
民
間
の
創
意
工
夫
に
よ

り
新
た
な
収
入
源
を
開
拓
し
、
行
政
の

財
政
負
担
の
軽
減
が
期
待
で
き
る
。
課

題
は
地
域
団
体
の
育
成
や
人
材
の
確
保
、

運
営
品
質
の
担
保
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
の
財
政
計
画
が
必
要
に
な
る
。

浄
化
槽
設
置
世
帯
へ
の
支
援

施
策
は
令
和
７
年
度
実
施
か

長
門
市
上
下
水
道
事
業
審
議
会
か

ら
８
月
に
市
長
へ
答
申
が
出
さ

れ
、
令
和
７
年
４
月
に
下
水
道
使
用
料

改
定
の
予
定
と
な
っ
た
。
浄
化
槽
設
置

世
帯
へ
の
支
援
施
策
は
長
年
検
討
さ
れ

て
き
た
が
、
生
活
排
水
処
理
に
お
け
る

格
差
是
正
を
含
め
浄
化
槽
設
置
世
帯
へ

の
負
担
軽
減
施
策
は
実
施
さ
れ
る
の
か
。

浄
化
槽
設
置
世
帯
の
負
担
が
多
い

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
下

水
道
使
用
料
改
定
を
踏
ま
え
負
担
軽
減

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
き
た
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
具
体

的
施
策
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

浄
化
槽
設
置
世
帯
へ
の
支
援
施
策

は
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
か
ら
み
て

も
、
令
和
７
年
度
新
年
度
予
算
に
組
み

込
ま
れ
る
と
考
え
て
い
い
の
か
。

令
和
７
年
度
か
ら
下
水
道
料
金
を

改
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問答問

答

公
民
館
の
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
て

令
和
５
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
長

門
市
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
に
は
「
地
域
づ
く
り
の
活
動
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
よ
り
効
果
的
・
機
能

的
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
定

管
理
者
制
度
や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
」
と
あ

る
。
議
会
に
は
令
和
７
年
４
月
か
ら
公

民
館
を
セ
ン
タ
ー
化
す
る
方
針
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
を
は
じ
め
と

す
る
急
速
な
社
会
・
環
境
の
変
化
、

様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
の
場
や
地
域

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
公
民
館

機
能
の
枠
を
越
え
た
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
施
設
の
利
用
制
限
の
緩

和
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
活
動
を
担
う

人
材
の
発
掘
・
育
成
を
実
施
す
る
体
制

を
早
期
に
構
築
で
き
る
と
考
え
る
。

　

令
和
７
年
４
月
に
公
民
館
機
能
を
教

育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
へ
移
行
し
、

セ
ン
タ
ー
化
す
る
方
向
で
調
整
を
進
め

て
い
る
。

答 問

問答

一般質問

▼センター化する方針が示された公民館

▼工事中の俵山第 2 トンネル 問

答

問答

重村 法弘
議員

 SH
IG

EM
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

岩藤 睦子
議員

 IW
A

FU
JI M

U
T

S
U

K
O
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一般質問
確
実
な
情
報
伝
達
を

広
報
紙
を
は
じ
め
、
必
要
な
情
報

が
確
実
に
市
民
に
届
く
よ
う
に
、

ど
う
い
っ
た
点
に
留
意
し
て
情
報
伝
達

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

情
報
伝
達
は
ま
ち
づ
く
り
の
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
必
要
な

情
報
が
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
確
実

に
市
民
に
届
く
よ
う
に
万
全
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

寄
り
添
っ
た
イ
ベ
ン
ト
支
援
を

「
市
民
の
た
め
に
」
と
い
う
強
い

思
い
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る

有
志
の
方
々
の
取
り
組
み
を
市
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

幅
広
い
分
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
り
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
関

係
者
に
は
、
そ
の
思
い
や
協
力
に
心
か

ら
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
。

市
長
自
身
が
、
子
ど
も
達
の
笑
顔

が
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
と
さ
れ

た
、
な
が
と
花
火
大
会
だ
が
、
準
備
や

運
営
が
非
常
に
大
変
で
あ
る
。
そ
の
苦

労
と
、
行
政
が
支
援
を
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
か
。

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
し
て
い

る
中
で
、
準
備
が
大
変
だ
と
い
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
支
援
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
団
体
の
方
か
ら
、
立

ち
話
程
度
だ
が
伺
っ
て
い
る
。

市
長
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
の
か
。市

民
の
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
行
政
目
的

に
合
致
し
た
制
度
で
補
助
で
き
る
も
の

は
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問答

問答▼ながと花火大会の様子

れ
あ
い
パ
ー
ク
三
隅
は
し
っ
か
り
と
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
他
部
局
と
連
携
し
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

学
び
の
保
障
は
教
育
予
算
の
拡
充
で

小
中
学
校
の
不
登
校
の
子
ど
も
達

の
学
び
の
保
障
や
居
場
所
づ
く
り

へ
の
支
援
を
強
め
る
た
め
に
は
、
教
育

予
算
の
思
い
切
っ
た
拡
充
が
必
要
で
は

な
い
か
。こ

れ
ま
で
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

教
育
の
質
や
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
教
育
委
員
会
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
、
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を
検
討
す
べ
き

９
月
に
な
っ
て
も
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
日
が
あ
る

な
ど
厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
い
る
。
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
高
齢
の
低
所
得
世

帯
等
に
対
す
る
エ
ア
コ
ン
の
設
置
補
助

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
内
他
市
の
設
置
補
助
の
状
況
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

気
候
動
向
等
も
し
っ
か
り
と
考
慮
し
な

が
ら
、
福
祉
員
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

じ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
三
隅
の
改
善
を

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
三
隅
の
散
水
施

設
は
、
故
障
に
よ
り
使
用
で
き
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
が
、他
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
同
様
、
良
好
な
状
態
で
施
設

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
善
処
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

散
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

検
討
し
て
い
る
が
、
改
善
方
法
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
ふ

答 問

問

答 問

答▼教育支援センターでの意見交換の様子

 H
IS

A
N

A
G

A
 S

H
IN

Y
A

　ひさなが信也
議員

 H
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　林 哲也
議員

答問問

答



セ
ン
ト
を
目
指
し
て
こ
れ
ま
で
推
進
し

て
き
た
。組

織
の
結
成
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

８
月
１
日
現
在
で
22
組
織
が
結
成

さ
れ
、
長
門
地
区
が
14
組
織
、
三

隅
地
区
が
６
組
織
、
日
置
地
区
と
油
谷

地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
１
組
織
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
自
治
会
連
合
に
よ
る
組

織
が
３
組
織
あ
る
。

今
後
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
の
必
要
性

を
繰
り
返
し
市
民
の
方
々
に
丁
寧

に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
、
今
後
も
設

立
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
の
本
市
の
出
生
数
と

そ
の
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

89
人
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
も

連
携
し
て
人
口
減
少
対
策
を
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
は
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
に
必
要
な
要
素
と

し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域

へ
の
誇
り
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
の

醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
食
育
充
実
事
業

等
、
子
ど
も
時
代
の
体
験
を
通
じ

て
長
門
の
ま
ち
を
誇
り
に
思
い
、
郷
土

愛
を
持
っ
て
外
に
出
た
方
々
が
将
来
長

門
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ら
れ
る
施

策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て
い
く
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
市
民

が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

人
口
減
少
の
現
状
に
つ
い
て
受
け

止
め
と
今
後
の
対
策
は
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て

様
々
な
施
策
を
講
じ
た
が
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現
状
に

危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
新

た
な
対
話
の
仕
組
み
と
し
て
人
口
減
少

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
な
が
と
未
来
ト
ー

ク
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度

は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
改
訂
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

外
部
委
員
か
ら
な
る
審
議
会
並
び
に
庁

内
の
推
進
本
部
に
お
い
て
、
人
口
減
少

対
策
の
戦
略
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
中
で
、
行
政
は
率
先

し
て
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

行
政
と
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う

し
て
い
く
か
と
い
う
方
向
づ
け
は

非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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災
害
対
策
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
の
役
割
は

自
助
・
共
助
に
よ
る
自
主
防
災
組

織
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る

認
識
及
び
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

災
害
対
策
に
お
い
て
自
主
防
災
組

織
は
、
地
域
に
お
い
て
「
共
助
」

の
中
核
を
な
し
、
実
効
あ
る
避
難
支
援

を
行
う
上
で
非
常
に
重
要
な
組
織
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
設
立
支
援
を
行

い
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
地
域
の
機
運
を
い
か
に
醸
成
し
設

立
数
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
け
る
か
が

課
題
と
捉
え
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推
進
す

る
上
で
の
目
標
は
。

災
害
発
生
時
に
市
民
個
人
が
命
を

守
り
、
自
助
、
共
助
、
公
助
を
有

機
的
に
連
携
さ
せ
、「
災
害
に
強
い
長
門

市
」
を
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
作
る
た

め
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
率

100
パ
ー

問答

問答

答 問

問答

問答

一般質問

▼板持３区自主防災会～炊き出し訓練風景～

▼シビックプライド醸成には魅力発信、
　住民参加型イベントなど複合的に

問答
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M
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 D

A
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　田村大治郎
議員

　

E
H

A
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A
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E
N

JI

江原 健二
議員

問答

答 問



避
難
所
の
空
調
設
備
設
置
を

本
市
で
は
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、
指
定
避
難
所
と
し
て

通
常
10
カ
所
に
避
難
所
を
開
設
し
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
大
畑
体
育
館
、
長
門

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
向

津
具
小
学
校
に
は
空
調
設
備
が
な
い
。

ま
た
、
体
育
館
を
含
め
た
61
カ
所
の
緊

急
避
難
場
所
の
う
ち
半
数
以
上
の
施
設

に
空
調
設
備
が
な
い
が
、
避
難
所
の
熱

中
症
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

避
難
所
で
の
熱
中
症
対
策
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
空
調
設
備
の
整

備
が
必
要
だ
が
、
全
て
の
避
難
所
に
空

調
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

今
回
の
台
風
時
に
は
、
指
摘
の
３
カ
所

に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
及
び
扇
風
機
を

レ
ン
タ
ル
し
て
環
境
整
備
に
努
め
た
。
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一般質問
市
内
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
管
理
と
活
用
を

セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
前
の
親
子
ク
ジ

ラ
や
石
の
噴
水
の
よ
う
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
、
公
共
的
な
記
念
、
特
定
の

事
件
、
名
誉
を
残
し
た
人
物
な
ど
、
後

世
に
事
実
を
語
り
継
ぐ
役
目
や
行
事
、

存
続
を
祝
う
象
徴
と
し
て
作
ら
れ
て
い

る
。
記
念
碑
や
記
念
像
な
ど
、
記
念
と

し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

に
対
す
る
市
の
見
解
を
問
う
。

市
の
所
有
物
で
あ
る
た
め
、
原
則

と
し
て
撤
去
等
は
市
の
判
断
で
行

う
が
、
設
置
目
的
や
設
置
者
の
心
情
な

ど
に
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
設
置
者
と
協
議
の
上
、
適

切
な
場
所
に
移
設
す
る
な
ど
、
丁
寧
な

対
応
に
努
め
て
い
く
。

市
管
理
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
把
握

と
観
光
資
源
や
教
育
の
場
で
の
活

用
に
つ
い
て
問
う
。

管
理
し
て
い
る
担
当
課
が
把
握
を

し
、
観
光
資
源
に
活
用
で
き
る
よ

う
管
理
も
し
て
い
く
。
教
育
の
場
で
も

活
用
す
る
例
は
あ
り
、
市
と
連
携
し
て
、

記
録
と
し
て
残
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
。

長
門
市
史
編
さ
ん
の
ゆ
く
え
は

長
門
市
史
編
さ
ん
の
状
況
と
今
後

の
市
の
対
応
を
問
う
。

過
去
２
年
間
で
決
定
し
た
こ
と

は
、
旧
長
門
市
の
昭
和
56
年
か
ら

合
併
ま
で
の
24
年
間
の
出
来
事
を
抽
出

し
て
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
ま

た
、
当
面
は
専
門
の
部
署
を
設
置
す
る

の
で
は
な
く
、
庁
内
検
討
会
参
画
部
署

が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。
旧
長

門
市
の
記
録
を
補
充
し
、
そ
の
後
、
合

併
後
の
新
し
い
長
門
市
の
歴
史
を
１
冊

の
市
史
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
。
こ
れ

か
ら
は
、
編
さ
ん
に
向
け
て
着
実
に
準

備
を
進
め
て
い
く
。

問答

問答▼石のモニュメント（噴水）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
更
新
促
進
を

消
防
法
に
よ
り
新
築
住
宅
は
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
住

宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
義
務
化
か
ら

10
年
以
上
が
経
過
し
、
多
く
の
家
庭
が

更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
交
換
状

況
は
31
％
で
あ
り
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
及
び
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
７
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
等
か

ら
、
65
歳
以
上
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
、

未
就
学
児
が
い
る
家
庭
な
ど
に
補
助
金

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
高

齢
者
等
の
家
庭
へ
の
設
置
支
援
を
消
防

で
行
え
な
い
か
。

県
内
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
購

入
補
助
金
の
あ
る
自
治
体
は
な
い

が
、
対
象
を
絞
っ
た
補
助
を
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
今
後
の
課
題
と

し
て
研
究
し
た
い
。
高
齢
者
等
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
支
援
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答 問

問答▼ 10 年が更新目安の住宅用火災警報器

 H
A

Y
A

K
A

W
A

 A
Y

A
N

O

早川 文乃
議員

 A
Y

A
G

I M
IK

A

綾城 美佳
議員

問答
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田
へ
の
関
心
度
を
高
め
、
日
本
の
原
風

景
と
言
わ
れ
る
棚
田
の
水
田
と
し
て
の

機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
観
光
資
源

と
し
て
の
魅
力
向
上
に
も
つ
な
げ
棚
田

の
維
持
保
全
を
図
る
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
前
の
農
地
で
耕

作
さ
れ
た
米
の
学
校
給
食
へ
の
活

用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

生
産
者
へ
の
支
援
に
つ
な
が
り
生

産
量
の
確
保
に
つ
な
が
る
の
で
あ

れ
ば
検
討
は
必
要
と
考
え
る
。

「
今
治
市
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」の
よ
う
に
条
例
化
し
て
は
。

有
機
農
業
等
を
し
っ
か
り
と
盛
り

上
げ
た
上
で
制
定
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

特
色
あ
る
農
業
に
よ
る

本
市
の
活
性
化
の
取
り
組
み
は

本
市
の
農
業
の
特
徴
で
あ
る
伝
統

的
に
維
持
さ
れ
た
棚
田
と
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
よ
る
有
機
農

業
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
尋
ね
る
。

棚
田
の
景
観
を
含
め
た
保
全
、
有

機
農
業
等
の
推
進
は
本
市
の
特
色

あ
る
農
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
各
種

取
り
組
み
を
推
し
進
め
本
市
の
魅
力
と

し
て
磨
き
続
け
る
こ
と
で
、
農
業
に
よ

る
長
門
市
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の

よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
棚
田
地
域
振

興
法
は
本
年
度
で
期
限
切
れ
と
な
る
。

来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
る

の
か
。同

法
の
延
長
を
関
係
自
治
体
と
と

も
に
要
望
し
、
新
た
な
活
動
計
画

の
策
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
地
元
住

民
を
主
体
と
し
て
関
係
団
体
と
行
政
が

連
携
し
継
続
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
棚

問答問答

一般質問

▼棚田の花段 問答

 M
A

T
S

U
O

K
A

 H
ID

E
K

I松岡 秀樹
議員

第３回
臨時会

第
３
条　
「
政
治
倫
理
基
準
」

地
位
を
利
用
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の

行
為
や
情
報
発
信
に
よ
る
人
格
を
損
な

う
行
為
を
し
な
い
こ
と
を
明
記

問答

政
治
倫
理
と
は

単
な
る
道
徳
で
は
な
く

市
民
の
代
表
者
と
し
て

公
平
・
公
正
に
行
動
す

る
た
め
に
議
員
が
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行

動
規
範
。
実
定
法
に
触

れ
な
い
場
合
で
も
政
治

倫
理
と
い
う
言
葉
が
し

ば
し
ば
使
わ
れ
る
。

議案番号 件　　　　名 結果
議員提出

議案第 1 号 長門市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例 原案可決

■第３回臨時会議決結果

　

８
月
９
日
（
金
）、
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
、

議
員
提
出
の
「
長
門
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
議
員
が
市
民
の
奉
仕
者
と
し

て
の
倫
理
を
高
め
、
自
己
の
利
益
を
図
ら
ず
、

市
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、
議
員
提
案
に

よ
り
平
成
18
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決

し
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
長
門
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
時
代
の
変
化
に
即

し
、
市
民
の
信
用
を
損
な
う
行
動
を
防
ぎ
、
市

民
か
ら
よ
り
い
っ
そ
う
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
築

く
た
め
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

概　

要

条
例
改
正
の
経
緯

第
５
条　
「
審
査
の
請
求
」

議
員
の
請
求
を
新
た
に
追
加

第
６
条　
「
審
査
会
の
設
置
等
」

審
査
会
委
員
を
５
人
か
ら
７
人
に
変
更

第
８
条　
「
審
査
対
象
議
員
の
協
力
義
務
」

第
９
条　
「
虚
偽
報
告
等
の
公
表
」

第
10
条　
「
弁
明
の
機
会
の
保
障
」

第
13
条　
「
議
長
の
職
務
の
代
行
」

新
た
に
追
加
す
る
こ
と
で
、
条
例
の
実

効
性
を
確
保

政 治 倫 理 条 例 の 改 正
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▼第 1 回　政治倫理審査会の様子

政治倫理審査会
会　長：岩藤睦子議員
副会長：林哲也議員
委　員：重村法弘議員、吉津弘之議員、
　　　　早川文乃議員、田村大治郎議員、
　　　　ひさなが信也議員

松
岡
議
員
の

居
住
実
態
に
つ
い
て
調
査

　

第
１
回
の
審
査
会
は
８
月
27
日

に
開
き
、
正
副
会
長
の
互
選
後
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
政
治
倫
理
基
準
を
定

め
た
条
例
第
３
条
第
１
項
第
１
号

に
は
「
市
民
全
体
の
代
表
者
と
し

て
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職
務

に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い

こ
と
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

政
治
倫
理
基
準
違
反
の
存
否
に

関
し
、
松
岡
秀
樹
議
員
（
61
・
油

谷
人
丸
）
に
対
し
て
、
複
数
の
市

民
か
ら
「
長
門
市
に
住
ん
で
い
な

　

市
町
村
議
会
議
員
は
、
当
選
後

も
引
き
続
き
当
該
市
町
村
内
に
居

住
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
公
職
選
挙
法
や
地
方
自
治
法
に

規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
の
責
務
を
定
め
た
条
例
第

２
条
第
１
項
は
「
議
員
は
、
市
民

の
信
頼
に
値
す
る
倫
理
性
を
自
覚

し
、
市
民
に
対
し
自
ら
す
す
ん
で

そ
の
高
潔
性
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い

ま
す
。
第
２
回
の
審
査
会
は
９
月

６
日
に
開
き
、
審
査
対
象
議
員
の

松
岡
議
員
に
対
し
て
出
席
を
依
頼

し
、
弁
明
の
機
会
と
と
も
に
、
疑

義
の
解
明
に
向
け
て
説
明
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

第
３
回
の
審
査
会
は
９
月
18
日

に
開
き
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り

を
実
施
す
る
こ
と
や
、
松
岡
議
員

法
の
規
定
は
当
選
後
も

引
き
続
き
居
住
す
る
こ
と

独
自
に
調
査
し
た
資
料
が

　
　
　
　
　
　

提
出
さ
れ
る

　

第
４
回
の
審
査
会
は
９
月
定
例

会
最
終
日
の
９
月
27
日
に
開
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
指
名
さ
れ
た
審

査
会
委
員
に
よ
る
関
係
者
へ
の
聞

き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
報
告
を
受
け
た
後
、
審
査
対

象
議
員
の
松
岡
議
員
が
出
席
し
、

人
丸
の
自
宅
（
実
家
）
と
宇
部
市

の
住
居
と
の
光
熱
水
費
等
の
比
較

資
料
が
提
出
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

松
岡
議
員
退
席
後
、
綾
城
美
佳

議
員
と
田
中
千
秋
議
員
が
審
査
会

に
出
席
し
、
独
自
に
調
査
し
た
報

告
書
と
資
料
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
資
料
の
提
出
を
受
け
、

次
回
の
審
査
会
で
は
審
査
対
象
議

員
の
松
岡
議
員
に
対
し
て
再
度
出

席
を
依
頼
し
、
弁
明
の
機
会
と
と

も
に
、
疑
義
の
解
明
に
向
け
て
説

明
を
求
め
て
い
く
方
向
で
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
設
置
し
た
日
か
ら

60
日
以
内
に
審
査
を
終
了
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
結
果
に
つ
い

て
は
議
会
だ
よ
り
12
月
定
例
会
号

で
報
告
す
る
予
定
で
す
。

い
の
で
は
」
と
い
う
意
見
が
議
会

に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
自
宅
（
実

家
）
へ
の
居
住
実
態
に
疑
義
が
生

じ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
松
岡
議

員
は
宇
部
市
に
家
族
と
と
も
に
居

を
構
え
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
を

残
し
て
実
家
に
引
っ
越
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
令
和
３
年
４
月
執

行
の
長
門
市
議
会
議
員
選
挙
で
初

当
選
し
て
い
ま
す
。

　

南
野
信
郎
議
長
は
８
月
22
日
、

長
門
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

（
以
下
「
条
例
」）
第
７
条
第
１
項

第
２
号
に
規
定
す
る
政
治
倫
理
基

準
違
反
の
存
否
を
審
査
す
る
た

め
、
条
例
第
６
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
政
治
倫
理
審
査
会
（
以

下
「
審
査
会
」）
を
設
置
し
、
同

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
７
人
の

議
員
を
委
員
に
任
命
し
ま
し
た
。

審
査
会
の
委
員
に
は
、
公
平
か
つ

適
切
に
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

政 治 倫 理 基 準 違 反 の 存 否 を 審 査

へ
の
資
料
請
求
等
の
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

政 倫 審治 理 査会 を設置

●審査会は、審査終了後 7 日以内に審査結果を
議長に文書で報告しなければなりません。
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所管事務
調査

テーマ

文教厚生委員会
公教育のあり方について
文教厚生委員会は、子どもたちにとって望ましい教育環
境の整備を目指して、延べ 28 回にわたり視察や意見交
換等を実施し、約 1 年間、調査研究を行いました。

内 容

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

体
験
学
習
や
自
由
教
育
を
教
育
方

針
と
す
る
「
き
の
く
に
子
ど
も
の

村
学
園
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
夢
み
る

小
学
校
」
が
市
内
で
自
主
上
映
さ

れ
、
こ
の
映
画
を
き
っ
か
け
に
、

多
く
の
所
属
委
員
が
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
多
く
の
学
び
を
得
た

こ
と
か
ら
、「
公
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」、
約
１
年
間
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
で
は
、
き
の
く
に
子
ど
も

の
村
学
園
北
九
州
子
ど
も
の
村

小
・
中
学
校
、
深
川
中
学
校
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
ふ
か
ま
る
ー

む
」、
長
門
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
視
察
や
、
関
係
者
と
の
意
見
交

換
、
委
員
間
討
議
な
ど
を
含
め
延

べ
28
回
に
わ
た
っ
て
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
令
和
６
年
９
月

11
日
に
委
員
会
を
代
表
し
た
一
般

質
問
で
は
、
公
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
夢

み
る
小
学
校
」
を
見
て
伊
藤
教
育

長
は
「『
き
の
く
に
子
ど
も
の
村

学
園
』
で
は
、
子
ど
も
が
主
役
と

な
っ
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
ま
ぶ
し
い
笑

顔
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の

教
育
活
動
に
は
、
本
市
の
教
育
活

動
に
も
活
か
す
べ
き
要
素
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
映
画
は
本
市
の

教
育
活
動
に
関
し
て
大
切
な
エ
ッ

セ
ン
ス
で
あ
り
、
校
長
会
等
を
通

じ
て
広
め
て
い
き
た
い
」
と
の
考

え
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
教
師
が
子
ど
も
に
向
き
合
え

る
教
育
現
場
づ
く
り
や
学
び
の
場

の
多
様
性
な
ど
」
に
対
す
る
教
育

長
の
見
解
で
は
、「
教
師
が
働
き

方
改
革
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

時
間
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
に
向
き
合
う
授
業
づ
く
り
の

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
全
て
の
教
職
員
が
子
ど
も
を

た
の
し
い
か
ら
学
校　
　

 

た
の
し
く
な
け
れ
ば
、
学
校
じ
ゃ
な
い

▼体験プロジェクトの授業風景

▼油谷小学校を視察、意見交換主
役
に
し
た
授
業
づ
く
り
へ
の
意

欲
を
高
め
て
い
く
よ
う
な
集
団
と

な
る
よ
う
育
成
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
教
員
が
幸
せ
で
な
け
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
は
生
ま

れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
あ
り
方
を

今
一
度
、
精
査
し
て
教
員
の
働
き

方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
学
び
の
場
の
多
様
性
」
に
つ

い
て
教
育
長
は
、「
今
後
は
、
多

様
な
学
び
の
場
を
求
め
て
い
る
児

童
生
徒
の
た
め
に
も
、
市
の
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
の
支
援
の
充

実
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
た
い
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
地
方
で
も
思
い
切
っ

た
教
育
予
算
の
拡
充
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
の
問
い
に
江
原

市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
教
育

の
質
や
内
容
を
い
か
に
充
実
さ
せ

て
い
く
か
も
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー

の
一
つ
。
教
育
委
員
会
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
予
算
措
置

し
て
い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
教
育
条
件
の
整
備
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
予
算
配
分
が
行

わ
れ
、
長
門
市
が
「
全
国
に
誇
る

子
ど
も
た
ち
が
主
役
の
ま
ち
」
と

な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

自
分
の
ま
ま
で 

い
い
ん
だ
よ

　
　

が
ん
ば
ら
な
く
て 

い
い
ん
だ
よ

▲市民との意見交換

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
産
業
委
員
会
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明
石
市
の
認
知
症
あ
ん
し

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
認

知
症
予
防
と
し
て
補
聴
器
購

入
費
の
一
部
助
成
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

で
は
、
65
歳
以
上
で
認
知
症

の
疑
い
が
あ
る
人
が
病
院
を

受
診
し
た
場
合
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や

Ｃ
Ｔ
等
の
認
知
症
診
断
費
用

を
全
額
助
成
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
宅
配
の
お
弁
当
や
お
手

伝
い
な
ど
３
種
類
の
無
料
券

が
つ
い
た
認
知
症
手
帳
も
発

行
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
独
自
の
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
、「
本
市
で
も
明

石
市
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

国
の
予
算
で
行
え
る
と
知
れ

た
の
は
大
き
な
学
び
と
な
っ

た
。
本
市
で
も
取
り
入
れ
る

べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
思
う
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
の
不
登
校
等
児
童

生
徒
へ
の
支
援
・
対
策
で
は
、

不
登
校
等
児
童
生
徒
の
社
会

的
自
立
に
向
け
て
17
の
市
町
、

42
校
に
Ｓ
Ｓ
Ｒ
推
進
校
（
校

内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
設

置
し
、
県
と
市
町
が
連
携
し

て
不
登
校
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
県
独
自
で

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
子
ど
も
が
行
き
た
い
と

思
え
る
施
設
に
改
修
。
遠
く

て
来
ら
れ
な
い
子
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
を
充
実
し
た
こ
と
で
、

今
で
は
１
日
平
均
60
人
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
委
員
か
ら
、

「
本
市
も
ま
だ
ま
だ
為
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
と
実
感
し
た
」

「
不
登
校
の
子
ど
も
を
支
え
る

多
様
な
場
へ
の
公
的
支
援
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
（
木
）
に
香
川

大
学
創
造
工
学
部
の
末
永
慶

寛
学
部
長
（
長
門
市
通
出
身
）

を
訪
問
し
、
藻
場
再
生
に
向

け
た
潮
の
流
れ
を
利
用
し
た

豊
か
な
海
の
再
生
に
つ
い
て

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

藻
場
の
機
能
は
海
の
基
礎

と
も
い
わ
れ
水
質
の
浄
化
や
、

小
さ
な
魚
へ
の
産
卵
場
の
提

供
、
餌
場
や
外
敵
か
ら
身
を

守
る
隠
れ
場
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
藻
場
の
減
少

は
、
漁
業
者
に
と
っ
て
漁
獲

量
減
少
に
つ
な
が
る
た
め
早

期
に
歯
止
め
を
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

香
川
大
学
創
造
工
学
部
の

人
工
漁
礁
は
、
表
面
に
海
藻

の
胞
子
が
根
を
張
り
や
す
い

形
状
を
採
用
す
る
こ
と
で
海

藻
が
繁
茂
し
や
す
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
理
実

験
室
で
考
案
さ
れ
た
形
状
は
、

瀬
戸
内
海
特
有
の
浮
泥
に
よ

る
影
響
を
克
服
し
、
安
定
し

た
藻
場
が
毎
年
形
成
さ
れ
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藻
場
再
生
は
、
効
果
的
な

香
川
大
学
創
造
工
学
部
に
よ
る

藻
場
再
生
の
研
究
現
場
を
視
察

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し

認
知
症
対
策
の
先
進
事
例
を
学
ぶ

▼船上から水中ドローンの映像を確認

▲広島県教育委員会の視察の様子

対
策
が
急
が
れ
る
も
の
の
短

期
間
で
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
大
学

が
目
指
す
「
漁
業
を
核
と
し

た
漁
業
以
外
の
新
し
い
産
業

の
創
出
と
海
洋
人
材
育
成
」

に
つ
い
て
の
知
見
を
長
門
市

の
海
域
に
活
か
し
、
後
継
者

不
足
や
次
世
代
型
の
漁
業
の

あ
り
方
を
考
え
る
と
同
時
に
、

漁
業
者
の
新
た
な
収
入
源
と

な
る
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
に

も
取
り
組
み
、
長
門
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
振

興
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

2024.11.1　長門市議会だより

行 政 視 察 報 告

文
教
厚
生
委
員
会

総務産業常任委員会は、令和６年７月 31 日から 8 月２日までの 3 日間の日程で、広島県尾道市、香川県
高松市、香川大学創造工学部への行政視察を行いました。尾道市では「空き家再生プロジェクト」、香川
県では「Setouchi-i-Base（オープンイノベーション施設）」、高松市では「スマートシティたかまつの取
り組み」、香川大学創造工学部では「潮の流れを利用した豊かな海の再生」について研修を行いました。

文教厚生常任委員会は、令和６年７月 22 日から 23 日までの２日間の日程で、兵庫県明石市、広島県へ
の行政視察を行いました。明石市では「いじめ・不登校対策」及び「認知症あんしんプロジェクト」について、
広島県では「不登校等児童生徒への支援・対策」について研修を行いました。

総
務
産
業
委
員
会

常 任 委 員 会
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▼ ９月 21 日は活発な秋雨前線
の影響により、能登半島地震の
被害が大きかった石川県輪島市
や珠洲市などで記録的豪雨とな
りました。各地で河川の氾濫、
土砂崩れなどを多発させ、死者・
行方不明者が出るなど大きな被
害が発生しています▶亡くなっ
た方とそのご家族に心からお悔

委 員 長　　ひ さ な が 信 也
副委員長　　田 中 千 秋
委　　員　　林 　 哲 也
　 　 　 　 綾 城 美 佳
　 　 　 　 田 村 大 治 郎
　 　 　 　 米 弥 又 由

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／広報広聴常任委員会

岡部 昌裕 さん（56 歳）
日置在住　（自営業）

やみ申し上げるとともに、洪水
や土砂崩れなどの被害にあわれ
た方にお見舞い申し上げます▶
全国どこでも激しい雨の危険と
隣り合わせです。広範な地域で
同時多発的に発生することもあ
り、危険を軽視しない対応が必
要です。自然災害は対策が整う
のを待ってはくれません。（林）

編集後記

表紙の説明

まちの声 長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりは読んでいますか。
Ａ 読んでいます。特に知り合いの議員のところはチェック

しています。
Ｑ ほっちゃテレビやフェイスブックなどで議会の情報をお

知らせしていますが、ご覧になっていますか。
Ａ 見ています。各議員の考えやこれからの長門市の動向が

気になります。あと YouTube もチェックしています。
Ｑ 議会報告会はご存知ですか。
Ａ 知っています。こういう活動を地道にやって市民の声を

聞いてほしいです。
Ｑ 議会や議員に望むことがあれば教えてください。
Ａ 高齢化は仕方ないですが、長門市が高齢者に優しいまち、

住みやすいまちになるように望んでいます。
Ｑ 長門市の魅力についてお聞かせください。
Ａ 食材が豊富なところです。焼き鳥をはじめ、仙崎イカ、

長門ゆずきち、白オクラなど魅力的な食材ばかりです。

　長門市議会は令和６年度に畜
産団地整備事業の基本計画策定・
基本設計業務に係る予算を議決
しています。それに伴い総務産業
委員会は、10 月 9 日に油谷向津
具半島水岬の畜産団地建設予定
地の現地視察を行い、畜産振興
部会の部会員から説明を受けま
した。第 1 工区で建設が予定さ
れている肉用鶏舎では、年間 50
万羽の出荷を目標としています。

ご案内

←長門市議会
　YouTube
　チャンネル
　ＱＲコード

　長門市議会の一般質問や委
員会審査などの様子が公式
YouTube チャンネルでご覧
いただけます。
　ぜひ、チャンネル登録もお
願いします。


